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遊
び
仲
間
七
人
展

趣
味
の
グ

ル
ー
プ

「遊

び
仲
間
七
人
展
」
に

つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

毎
年
４
月
に
福
島
信
用

金
庫
の
ふ
く
し
ん
ギ
ヤ
ラ

リ
ー
を
借
り
て
６
日
間
開

催
し
て
お
り
今
年
で
１３
回

日
と
な
り
ま
し
た
。
す
で

に
毎
年
お
付
き
合
い
で
ご

来
場
さ
れ
ご
承
知
の
方
々

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

各
自
の
趣
味
作
品
を
持
ち

寄
り
発
表
の
場
を
設
け
ご

覧
い
だ
だ
く
と
伴
に
何
よ

り
我
々
の
老
後
の
や
り
が

い

。
励
み
に
な
れ
ば
と
思

い
始
ま

っ
た
次
第
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は

「版
画
」

の
斎
藤
禎
秀
さ
ん
（保
原
・

小
高
工
場
勤
務
が
長
い
）
、

じ́

「。ハ
ソ

コ
ン
・

丁上
士
バ
」

場

の
権
藤

繰赫鋼（

展
絵
」
の

時
政
大

血
（　
さ

ん
、
「盆

栽
」
の
田
中
武
士
さ
ん
（元

協
力
会
社
の
会
長
）
、
「写

真
」
の
大
西
紘
昭
さ
ん
（相

模
工
場
プ
リ
ン
ト
事
業
）
、

「手
芸
」
の
竹
村
信
子
さ

ん

（小
高
工
場
勤
務
）
、

「水
彩
画
」
の
浜
島
孝
男

の
７
人
で
す
。

い
ず
れ
も

私
を
除
け
ば
セ
ミ
プ

ロ
級

の
腕
前
で
バ
ラ

エ
テ
イ
に

富
ん
だ
展
示
会
で
、
毎
年

約
２
０
０
名
の
ご
来
場
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。

小
生
個
人
の
動
機
と
し

て
は
娘
夫
婦
の
勤
務

の
関

係
か
ら
全
国
各
地
に
転
勤

す
る
た
め
孫
達
に
会

い
に

旅
行
の
機
会
が
多
く
、
最

初
は
小
さ
な

ス
ケ
ッ
チ
ブ

ツ
ク
を
持
ち
日
記
風
に
写

真
を
貼

っ
た
り
し
て
い
た

の
で
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
旅

番
組
関
口
知
宏
の
よ
う
に

色
鉛
筆
画
を
描
く
よ
う
に

な

っ
た

の
が
始
ま
り

で

す
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
趣

味
を
お
持
ち
で
参
加
し
た

い
方
は
是
非
お
願
い
し
ま

す
。
七
人
展
が
人
人
展
、

十
人
展
に
名
称
が
変
わ
っ

て
も
問
題
な
い
し
更
に
に

ぎ
や
か
な
会
に
な
る
こ
と

を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

第
３３
回
水
晶
Ｏ
Ｂ
会

福
島
大
会
開
催

２
０
１
７
年
度
水
晶
Ｏ

Ｂ
会
は
４
月
Ｈ
日
～

１２

日
、
福
島
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
１‐
日
午
後
、
相
模

地
区
の
仲
間

（
１８
名
）
が

福
島
駅
に
到
着
し
、
市
内

で
開
催
さ
れ
て
い
た

「遊

び
仲
間
７
人
展
」
を
見
学
、

出
展
者
等
と
歓
談
、
作
品

の
説
明

を
受
け

た
。
一枚

６
時
か

て
ら
ホ
テ

に

ル
で
懇

奉脚畦か
翻貌膨̈断ゃ勧

敵ｒ鰍
し
た
。
翌
日
は

マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
仕
立
て
て
、
斎
藤

勝
則
さ
ん
運
転
で
会
津
方

面

へ
の
小
旅
行
を
２‐
名
参

加
で
楽
し
み
ま
し
た
。
朝

は
生
憎
の
小
雨
で
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
釜
「
の
回
廊
巡
り
）

は
中
止
し
て
急
速
、
山
形

米
沢
の
上
杉
神
社
参
拝
に

変
更
、
上
杉
鷹
山
、
直
江

兼
続
等
を
参
拝
し
た
。
昼

食
は
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
を

味
わ
い
、
会
津
若
松
で
鶴

ヶ
城
を
拝
観
し
て
天
守
閣

か
ら
会
津
地
域
を
見
渡
し

て
古
に
思
い
を
馳
せ
て
帰

路
に
着
い
た
。

水
晶
Ｏ
Ｂ
会

の
歴
史
は

梅
田
先
輩
の
お
話
で
は
、

平
成
Ｈ
年
頃
か
ら

「浅
原

準
平
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

が
伊
豆
箱
根
方
面
で
開
か

れ
、
１３
年
頃
か
ら
福
島
地

区
か
ら
も
参
加
し
て
仲
間

も
広
が
り
、　
コ
ン
ペ
の
後

の
懇
親
会
で
は
色
ん
な
話

題
の
勉
強
会
等
も
織
り
交

ぜ
て
い
た
様
で
す
。
そ
の

趣
ス味
ポ・

メンバーの集合写真

会津鶴ヶ城見学

後
、
春
・秋
を
相
模
地
区
、

福
島
地
区
で
交
代
開
催
す

る
よ
う
に
な

っ
て
、
昨
年

は
宮
崎
地
区
に
も
発
展
し

て
お
り
ま
す
。
段
々
、
仲

間
の
高
齢
化
が
進
ん
で
こ

れ
か
ら
の
開
催
に
は
工
夫

と
変
化
が
必
要
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

「オ
ー
イ
元
気
会
」

青
空
の
中
、
思
い
切
り

打

っ
た
白
球
を
追

っ
て
い

る
と
清
清
し
い
気
持
ち
に

な
る
も
の
で
す
。

旧
福
島
東
洋
通
信
機
の

関
係
者
に
よ
る
ゴ
ル
フ
同

好
会
で
あ
る

「オ
ー
イ
元

気
会
」
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
月
１
回
、
年
間
８
～
９

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
元

気
会

コ
ン
ペ
は
従
来
の
同

好
会
で
あ
る

「
マ
テ
リ
ア

ル
」
等
を
引
き
継
ぐ
形
で

始
め
ら
れ
、
平
成
１５
年
に

ス
タ
ー
ト
し
今
年
の
７
月

で
第

８０
回
を
迎
え
ま

し

た
。

コ
ン
ペ
は
年
金
生
活

者
が
多

い
た
め
、
費
用
が

割
高
の
土

。
日
を
避
け
、

又
、
現
役
の
人
も
参
加
し

や
す
い
よ
う
、
金
曜
日
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
毎
回

十
数
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

（会
員
は
約
３０
名
）

幹
事
は
、
前
回
の
準
優
勝

者
と
ブ
ー
ビ
ー
が
担

当

し
、
終
了
後
の
表
彰
式
で

は
、
上
位
入
賞
者
、
ブ
ー

ビ
ー
及
び
ニ
ア
ピ
ン
等
、

そ
れ
ぞ
れ
に
賞
金

・
賞
品

を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ス

コ
ア
ー
は
ハ
ン
デ
イ
キ
ヤ

ッ
プ
制
と
な

っ
て
お
り
、

１
回
の
上
位
入
賞
ビ
と
に

大
幅
に
減
ら
さ
れ
ま
す
の

で
、
１
年
の
内
、
誰
に
で

も
優
勝
す
る
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
を
通
し
て
参
加

者
の
元
気
な
様
子
や
昔
の

仲
間
の
近
況
等
に
話
の
花

を
咲
か
せ
る
と
と
も
に
、

運
動
不
足
の
解
消

・
健
康

維
持
の
為
に
も
で
き
る
だ

け
続
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。
ゴ
ル
フ
を
や

っ
て

い
る
皆

颯
　
様
、
是

叫詐け鯵痢

『』は韓動

連

よ
　

ンつ

雌
か
ｏ
お

て
い
ま

す
。

壕
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待
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し


